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２
月
13
日
か
ら
３
月
25
日
ま
で
の
41
日
間
、
２
０
２
６
年
度
予
算
を
審
議
す
る
３
月
議
会
が

開
か
れ
ま
し
た
。
日
本
共
産
党
は
全
５
人
の
議
員
が
本
会
議
で
登
壇
、
論
戦
を
行
い
ま
し
た
。

　

新
年
度
の
一
般
会
計
は
下
水
道
料
金
の
値
上
げ
の
１
年
延
期
な
ど
、
評
価
で
き
る
部
分
も
あ

り
ま
す
が
、
国
保
料
の
値
上
げ
、
海
老
川
上
流
地
区
開
発
（
メ
デ
ィ
カ
ル
タ
ウ
ン
構
想
）
推
進

な
ど
、
住
民
福
祉
よ
り
大
規
模
開
発
を
優
先
す
る
財
界
言
い
な
り
の
姿
が
鮮
明
で
す
。
自
民
・

公
明
・
民
主
な
ど
の
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
が
、
共
産
党
は
反
対
し
ま
し
た
。

　

千
葉
県
保
育
問
題
協
議
会
が
提
出
し
た
、
保
育
士
配
置
基
準
の
引
き
上
げ
完
全
実
施
に
向
け

た
（
国
へ
の
）
意
見
書
提
出
を
求
め
る
陳
情
は
、
共
産
や
民
主
、
飛
翔
、
無
所
属
３
人
が
賛
成

し
た
も
の
の
、
22
対
26
の
反
対
多
数
で
不
採
択
に
。
保
育
の
現
場
や
子
育
て
世
帯
の
切
実
な
要

求
に
背
を
向
け
る
、
自
民
・
公
明
の
姿
が
露
わ
に
な
り
ま
し
た
。

午後１時
～４時

15月14日（木）
16月11日（木）

　
２
０
２
６
年
３
月
議
会
開
か
れ
る

中
学
校
の
給
食
無
償
化
見
送
り

大
規
模
開
発
優
先
　
財
界
言
い
な
り
が
鮮
明
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市
長
が
提
案
し
た
今
年
度
の

一
般
会
計
は
前
年
度
比
１
３
８

億
４
千
万
円
、
５
・
４
％
増
の

２
７
０
６
億
４
千
万
円
と
、
過

去
最
大
で
す
。
下
水
道
料
金
や

公
共
施
設
使
用
料
の
値
上
げ
延

歳
入
減

公民館使用料 ７７３５万円 公民館使用料を無料化

学校給食費実費徴収金 ８億３０００万円 中学校給食費を無償化

日本スポーツ振興センター共済掛金
保護者負担金 １８６６万円 学校保険を教育委員会負担に

歳
入
増

法人市民税（均等割） １億３１５７万円 資本金10億円超法人に上限課税

財源調整基金取り崩し ４８億７６４１万円

歳
出
減

プロ・企業スポーツ連携推進事業費 １５００万円 補助金を廃止

東葉高速鉄道㈱支援金 ７４０万円 長期債務は政府責任とする

自衛官募集費 ８万円 市の事業対象外

地域づくり促進費 ８億７６８７万円 新駅建設費は開発者・鉄道負担に

組合施行土地区画整理費 １３億３３４１万円 開発補助は認めない

船橋駅南口市街地開発事業繰出金 ６６９０万円 繰出金を中止

歳
出
増

国民健康保険会計への繰り出し ９億１０７万円 保険料値上げを中止（年平均1万3500円）

物価高騰対策 １２億７８５２万円 中小事業者・農漁業者などへ支援

介護保険会計への繰り出し １０００万円 給与所得控除額を55万→65万円に拡充

子ども医療扶助費 ４億１２８７万円 窓口負担（300円）を廃止

子どものインフルエンザワクチン助成 １億円 15歳まで1000円で接種可

保育士確保対策費 １０億２３３０万円 保育士に年30万円手当

母子家庭等高等学校等修学援助金 １億４２７８万円 月9000円助成を復活

高校生修学旅行費助成 ４５２０万円 低所得世帯へ10万円補助

高校生通学定期助成 １億円 年7万円超分・上限5万円補助

学校運営費 ２０４万円 全女子トイレに生理用品設置

高齢者補聴器助成事業費 ４３２０万円 助成額を3万→5万円に拡充

高齢者移動支援事業 ５億６７４７万円 70歳以上に年5000円交通補助

特別支援教育指導費 ３億２４６８万円 通常学級への支援員79人を倍増

期
、
平
和
事
業
の
拡
充
、
市
役

所
の
女
子
ト
イ
レ
10
基
以
上
の

増
設
、
危
険
な
踏
切
や
歩
道
・

公
園
・
教
育
環
境
の
整
備
、
保

育
所
の
増
設
な
ど
、
市
民
の
切

実
な
要
求
が
一
定
、
反
映
さ
れ

自由の女神
船橋再発見

　

習
志
野
台
商
店
街
（
Ｊ
ｕ
Ｊ
ｕ
き

た
な
ら
）
の
シ
ン
ボ
ル
と
も
言
え
る

自
由
の
女
神
像
。
１
９
８
８
年
に
商

店
街
の
完
成
記
念
と
し
て
建
て
ら

れ
ま
し
た
。
周
囲
の
街
並
み
が
少
し

ず
つ
変
わ
り
ゆ
く
な
か
、
静
か
に
佇

ん
で
い
ま
す
。

ま
し
た
。

　

し
か
し
国
民
健
康
保
険
料
の

大
幅
な
値
上
げ
に
加
え
、
海
老

川
上
流
地
区
開
発
の
関
連
費

22
億
円
が
含
ま
れ
る
な
ど
、
市

民
に
背
を
向
け
財
界
に
奉
仕
す

る
予
算
で
す
。
そ
の
22
億
円
に

は
、
全
体
整
備
費
が
当
初
見
積

り
の
50
億
円
か
ら
約
１
０
０
億

円
に
倍
増
し
た
、
東
葉
高
速
鉄

道
の
新
駅
整
備
の
負
担
金
、
約

８
億
８
千
万
円
も
含
ま
れ
ま
す
。

　

約
８
億
３
千
万
円
で
で
き
る

中
学
校
給
食
の
完
全
無
償
化
も

見
送
ら
れ
ま
し
た
。
国
に
よ
る

小
学
校
の
給
食
無
償
化
と
同
時

に
、
党
市
議
団
が
求
め
て
い
た

不
登
校
や
ア
レ
ル
ギ
ー
等
の
理

由
で
給
食
停
止
中
の
児
童
の
保

護
者
に
対
す
る
給
食
費
相
当
額

の
給
付
が
行
わ
れ
ま
す
が
、
そ

こ
ま
で
に
留
ま
り
ま
す
。
昨
年

度
末
の
財
源
調
整
基
金
の
残
高

は
、
剰
余
金
の
積
み
立
て
前
で

も
１
６
８
億
円
に
も
な
り
、
や

り
く
り
す
れ
ば
中
学
校
給
食
の

無
償
化
も
可
能
で
す
。

　

共
産
党
は
３
月
18
日
、
一
般

会
計
予
算
の
組
み
換
え
動
議
を

提
出
し
、
要
求
実
現
の
必
要
額

を
議
会
で
明
ら
か
に
し
ま
し
た

（
左
表
参
照
）
。
採
決
で
組
み
換

日本共産党の予算組み替え案

え
動
議
に
賛
成
し
た
の
は
共
産

党
の
み
で
あ
り
、
否
決
さ
れ
ま

し
た
が
、
実
現
に
向
け
て
引
き

続
き
が
ん
ば
り
ま
す
。



あ の 街 こ の 町 　２０２６年 ５・６月 　No. ２４８ （ ２ ）

一
人
あ
た
り
平
均
１
万
３
５
０
０
円

国
保
料　

大
幅
値
上
げ

地
震
や
災
害
時

二
次
災
害
か
ら
市
民
を
守
る
施
策
を

本
気
度
が
問
わ
れ
る

保
育
の
待
機
児
童
解
消

　

国
民
健
康
保
険
料
の
大
幅
値

上
げ
が
自
民
・
民
主
・
公
明
な

ど
、
オ
ー
ル
与
党
の
賛
成
多
数

で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
被
保
険

者
一
人
あ
た
り
の
平
均
で
、
年

１
万
３
５
０
０
円
も
の
負
担
増

で
す
（
国
保
料
９
５
０
０
円
＋

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
４
千

円
）
。
２
０
１
８
年
度
か
ら
の

通
算
で
は
同
３
万
５
０
０
円
で

す
。
市
民
生
活
と
地
域
経
済
に

大
打
撃
で
す
。

　

市
は
「
相
応
の
受
益
者
負
担
」

と
し
ま
す
が
、
世
帯
構
成
に
よ

っ
て
は
協
会
け
ん
ぽ
の
１
・
７

倍
～
２
倍
も
の
保
険
料
に
な
り

ま
す
。
傷
病
手
当
金
も
出
産
手

当
金
も
な
い
の
に
、
高
負
担
化

　

２
０
２
４
年
に
起
き
た
能
登

半
島
地
震
で
発
生
し
た
輪
島
市

大
規
模
火
災
の
原
因
は
、
「
ス

ト
ー
ブ
な
ど
の
火
気
器
具
で
は

な
く
、
停
電
が
復
旧
し
た
際
、

ス
イ
ッ
チ
が
切
れ
て
い
な
い
電

気
機
器
に
よ
る
通
電
火
災
が
原

因
だ
ろ
う
」
と
総
務
省
消
防
局

が
発
表
し
て
い
ま
す
。

　

国
は
通
電
火
災
に
よ
る
二
次

被
害
を
防
ぐ
た
め
に
、
「
感
震

ブ
レ
ー
カ
ー
」
の
復
旧
促
進
を

推
奨
し
、
本
市
も
条
例
に
そ
の

旨
が
追
記
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
市
民
か
ら
は
感
震
ブ

レ
ー
カ
ー
設
置
の
補
助
を
求
め

る
声
も
届
い
て
い
ま
す
。

　

日
本
共
産
党
は
、
目
黒
区
や

中
野
区
、
柏
市
な
ど
、
無
料
配

布
を
実
施
し
て
い
る
自
治
体
に

な
ら
っ
て
、
本
市
で
も
経
済
力

に
左
右
さ
れ
ず
設
置
で
き
る
支

援
を
も
と
め
ま
し
た
が
、
市
の

答
弁
は
「
ま
ず
は
ポ
ス
タ
ー
な

ど
で
、
『
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
』

の
周
知
に
努
め
る
」
に
と
ど
ま

　

「
夫
婦
と
も
に
フ
ル
タ
イ
ム

で
働
き
、
同
居
親
が
い
な
い
の

に
保
育
園
入
園
が
不
承
諾
だ
っ

た
」
と
の
保
護
者
の
声
が
届
き

待
機
児
問
題
が
深
刻
な
状
況
で

す
。
待
機
児
の
解
消
を
求
め
ま

し
た
。

　

地
域
子
育
て
部
長
は
、
「
入

所
申
請
者
は
４
０
６
０
人
、
１

次
判
定
の
承
諾
２
８
４
７
人
、

不
承
諾
１
２
１
３
人
だ
っ
た
。

様
々
な
観
点
か
ら
待
機
児
解
消

に
向
け
た
取
り
組
み
が
必
要
だ

と
認
識
し
て
い
る
」
と
答
え
ま

し
た
。

　

新
年
度
、
市
は
私
立
認
可
保

は
一
片
の
道
理
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

国
は
低
所
得
者
の
国
保
料
を

軽
減
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
対

象
基
準
も
低
す
ぎ
ま
す
。
年
収

２
４
０
万
円
、
子
１
人
の
ひ
と

り
親
家
庭
で
さ
え
軽
減
さ
れ
ま

せ
ん
。
共
産
党
は
本
会
議
で
値

上
げ
撤
回
に
加
え
、
「
さ
い
た

ま
市
の
よ
う
に
独
自
の
減
免
拡

大
を
」
と
提
案
し
ま
し
た
が
、

市
は
「
今
は
考
え
て
い
な
い
」

と
拒
み
ま
し
た
。

　

市
の
計
画
で
は
２
０
２
８

年
・
２
０
３
０
年
度
も
値
上
げ

の
年
で
す
。
国
庫
負
担
の
増
加

と
と
も
に
、
市
も
全
国
有
数
の

財
政
力
を
活
か
し
て
値
下
げ
に

取
り
組
む
べ
き
で
す
。

り
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
日
本
共
産
党
は
こ

の
間
「
市
の
防
災
計
画
に
は
、

女
性
目
線
が
不
足
し
て
い
る
」

と
指
摘
し
て
き
ま
し
た
が
、
新

年
度
予
算
に
「
防
災
女
性
モ
ニ

育
園
５
園
と
小
規
模
保
育
所
５

施
設
を
整
備
予
定
で
す
。
し
か

し
保
育
士
不
足
が
深
刻
で
、
施

設
が
あ
っ
て
も
受
け
入
れ
ら
れ

な
い
問
題
が
起
き
て
い
ま
す
。

昨
年
４
月
に
は
公
立
保
育
園

で
保
育
士
が
46
人
足
り
ず
、

１
６
０
人
の
待
機
児
童
を
出

し
、
今
年
は
さ
ら
に
受
け
入
れ

人
数
が
減
っ
て
い
ま
す
。
給
与

が
都
内
の
公
立
園
よ
り
低
い
市

立
保
育
園
保
育
士
確
保
が
困
難

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

施
設
の
増
設
も
、
保
育
士
確

保
も
本
気
に
な
っ
て
取
り
組
む

べ
き
で
す
。

３月の船橋市議会　議案・意見書（発議案）・主な陳情への態度

共
産
＝
日
本
共
産
党
（
５
人
）
、
民
主
＝

市
民
民
主
連
合
（
議
長
を
除
く
９
人
）
、

公
明
＝
公
明
党
（
１
名
欠
席
で
８
人
）
、

結
＝
結
（
８
人
）
、
清
風
＝
清
風
会
（
５
人
）
、

飛
翔
＝
飛
翔
（
５
人
）
、
市
政
＝
市
政
会

（
３
人
）
、
無
所
属
（
４
人
）
は
・
三
・
佐
・

朝
＝
議
員
の
頭
文
字

【
○
＝
賛
成　

×
＝
反
対　

退
＝
退
席　

欠
＝
欠
席
】

▼議案等に対する各議員の
賛否についてはこちら

（船橋市議会HP内PDF）

内　容 結果 共産 民主 公明 結 清風 飛翔 市政 は 三 佐 朝

議
案 令和８年度船橋市一般会計予算 可決 ×️ 〇 〇：８

欠：１ 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇

意
見
書 

（
発
議
案
）

通称使用の法制化でなく、選択的夫婦別姓制度への法改正を求め
る意見書 否決 〇 〇 ×：８

欠：１ × × 〇 × 〇 〇 × 〇

米国の無法なベネズエラ攻撃に抗議し、国連憲章や国際法に基づ
き米国の無法を許さない外交努力を求める意見書 否決 〇 〇 ×：８

欠：１ × × 〇：２
×：３ × 〇 〇 × 〇

唯一の戦争被爆国として国是である非核三原則の法制化を求める意
見書 否決 〇 〇 ×：８

欠：１ × × 〇：１
×：４ × 〇 〇 × 〇

「台湾有事は日本の存立危機事態」発言に抗議し、直ちに撤回を
求める意見書 否決 〇 〇：７

退：２
×：８
欠：１ × × 〇：１

×：４ × 〇 〇 × 〇

主
な

陳
情

保育士配置基準の引き上げの早期完全実施とさらなる改善を求め
る意見書提出を求める陳情書 不採択 〇 〇 ×：８

欠：１ × × 〇 × 〇 〇 × 〇

船橋市の加入者１人あたり
国保料負担増の推移

2018
年度

1,500円
4,500円

9,500円

17,000円

30,500円

40,700円

48,200円

2018年度値上げ分
1,500円

2020年度値上げ分
3,000円

2022年度値上げ分
5,000円

2024年度値上げ分
7,500円

2026年度値上げ分
13,500円

2028年度値上げ分
10,200円（推計）

2030年度値上げ分
7,500円（推計）

2020
年度

2022
年度

2024
年度

2026
年度

2028
年度

2030
年度

　

海
老
川
上
流
地
区
区
画
整
理

事
業
は
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で

も
浸
水
・
洪
水
の
想
定
区
域
に

指
定
さ
れ
て
い
る
軟
弱
地
盤
の

地
域
で
実
施
さ
れ
る
開
発
事
業

で
す
。
そ
の
た
め
住
民
説
明
会

で
は
、
災
害
防
止
対
策
に
つ
い

て
多
く
の
不
安
や
質
問
が
出
さ

れ
て
き
ま
し
た
。

　

千
葉
県
の
都
市
計
画
審
議
会

か
ら
も
市
民
へ
の
説
明
を
行
う

よ
う
意
見
が
付
さ
れ
、
船
橋
市

は
洪
水
・
浸
水
の
影
響
調
査
を

実
施
し
、
２
０
２
２
年
８
月
に

「
下
流
域
の
浸
水
は
概
ね
減
少

す
る
」
と
説
明
し
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
市
民
や
議
会
に
報

告
さ
れ
て
い
な
い
「
浸
水
継
続

時
間
が
広
範
囲
で
増
加
し
て
い

る
」
デ
ー
タ
の
存
在
が
判
明
し
、

メ
デ
ィ
カ
ル
タ
ウ
ン

下
流
部
の
被
害
が
新
た
に
発
覚

海
老
川
上
流
地
区
区
画
整
理
事
業

そ
の
公
表
と
説
明
を
行
う
よ

う
、
船
橋
市
に
求
め
ま
し
た
。

　

市
は
、
本
町
・
湊
町
・
宮
本
・

南
本
町
な
ど
で
浸
水
時
間
が
長

期
化
し
、
24
時
間
以
上
と
な
る

地
域
も
新
た
に
生
じ
る
と
答
弁

し
ま
し
た
が
、
住
民
へ
の
周
知

は
行
わ
な
い
と
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
地
域
は
、
過
去
に
甚

大
な
水
害
を
受
け
た
地
域
で
あ

り
、
デ
ー
タ
を
隠
し
た
ま
ま
事

業
を
進
め
る
こ
と
は
許
さ
れ
ま

せ
ん
。

▲こども家庭庁と船橋市の資料から党市議団が作成。2028年度以降の
　数字は、子ども子育て支援金を含み平均被保険者数94,700人を前提
　として試算した推計です。

タ
ー
」
の
設
置
が
盛
り
込
ま
れ

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
「
モ
ニ
タ

ー
に
留
ま
ら
ず
、『
政
策
立
案
・

決
定
の
で
き
る
立
場
の
市
の
女

性
職
員
に
よ
る
チ
ー
ム
の
結

成
』
が
必
要
」
と
強
く
求
め
ま

し
た
。

　

二
次
災
害
を
防
ぐ
施
策
を
今

後
も
求
め
て
い
き
ま
す
。


